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対
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れ
て
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谷
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の
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害
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と
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わ
れ
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い

た
難
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の
人
も
、
総
合
支
援
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で
は
支
援
が
受
け
ら
れ
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
。

み
な
さ
ん
に
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
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た
の
で
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う
か
。
難
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の
子
ど

も
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
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ー
ク
会
長
の
小
林
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秋
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ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

こんなとき
どうするの

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

難
病
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
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い
て
は
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う
な
っ
て
い
ま
す
か
︒
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も
た
ち
に
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て
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祉
法
に
定
め
ら
れ
て
い
て
、

小
児
慢
性
特
定
疾
患
と
い
う
規
定
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
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疾
患
群
５
１
４
疾
患
が
対

象
と
な
っ
て
、「
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治

療
研
究
事
業
」
と
い
う
名
目
で
医
療
費
の

一
部
が
公
費
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
人
は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
も
今
回
義
務
的
予
算
と
し
て

の
位
置
付
け
で
法
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
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︑
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対
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制

度
を
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え
て
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る
よ
う
で
す
が
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答　

難
病
の
対
策
は
、
国
の
予
算
で
義

務
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さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
各
自
治
体
に

よ
っ
て
対
応
が
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。
国
の

制
度
と
し
て
作
っ
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ほ
し
い
と
い
う
の

が
、
多
く
の
患
者
や
家
族
の
願
い
で
し

質
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の
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か
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今
回
の
総
合
支
援
法
で
は
、
当
面

の
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て
、「
難
病
者
等
居
宅
介
護
支

援
事
業
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を
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れ
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た
１
３
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と
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だ
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難
病

と
し
て
指
定
さ
れ
、
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続
し
て
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援
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受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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病
が
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め
ら
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き

る
の
で
す
が
、
漏
れ
て
し
ま
う
病
気
の
方

が
た
く
さ
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出
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

こ
れ
ま
で
、
難
病
の
方
た
ち
は
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障
害
」

と
い
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概
念
か
ら
外
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

症
状
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変
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す
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と
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こ
と
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理
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の
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す
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。
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で
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害
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れ
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難
病
の
指
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患
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だ
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で
す
る
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で
は
、
指
定
疾
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に
入
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な
い
患
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の

少
な
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や
、
病
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特
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さ
れ
な
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は
、
い
つ
に
な
っ
て
も
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れ
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ま
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で
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、
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て
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で
、
新
た
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す
。
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様
々
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し
た
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ど
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病
気
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入
る
の
か
は
、
こ
れ
か
ら
第

三
者
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員
会
が
開
か
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る
こ
と
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な
っ
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い
て
、
学
会
か
ら
も
有
識
者
が
参
加
し
て

検
討
し
た
上
で
、
３
月
に
は
国
会
に
法
案

が
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出
さ
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る
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と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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難
病
・
疾
病
団
体
の
方
た
ち
と
、

一
緒
に
、「
総
合
的
で
安
心
で
き
る
難
病

対
策
・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
対
策
の
法
制

化
」
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
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児

慢
性
特
定
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患
で
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
義

務
的
経
費
と
し
て
の
法
制
化
、
20
歳
以
降

の
問
題
を
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す
る
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ラ
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シ
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ン
、

そ
し
て
総
合
的
な
福
祉
対
策
の
充
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を
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け
て
い
ま
す
。

た
。
こ
こ
に

き
て
、
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は

財
政
事
情
の

悪
化
と
い
う

おやじの会
「知的障害児（者）の相談支援」

　今後、福祉サービスを受ける全障害児（者）にとってますます重要となる「相談支援」について、川崎、横浜の専

門家をお呼びしてご解説いただきます。

　日時：2014 年 2 月 11 日（祝・火） 13:15 ～ 16:45（受付：13:00 ～）

　場所：宮前市民館 第 4 会議室 

　講師：川上 賢太氏 （川崎市健康福祉局障害保健福祉部 障害計画課）

　　　　野原 篤 氏（みやまえ基幹相談支援センター 主任相談支援専門員）

　　　　小田 芳幸氏 （横浜市総合リハビリテーションセンター 自立支援部 部長）

　そもそも、みなさんは相談支援事業ってご存知でしょうか？（市町村もしくは市町村から委託された相談支援事業

者が、障害のある人の様々な問題について相談にのってくれるもので、2012 年からは、「計画相談事業」として、福

祉サービスを利用している（なんと！）すべての障がいある方を対象として、相談支援専門員（ケマネージャー）を

中心に、長期的な支援計画を立案する取り組みが始まっているようです。今回のワークショップでは、川崎・横浜の

専門家から、相談支援の枠組み（川上氏より）と事例（野原氏より）、計画相談（小田氏より）についてお話しいた

だきます。なお、おやじワークショップ恒例のディスカッションでは、今後の相談支援と親の役割について議論する

予定です。

　また、前回同様、子供プログラムを実施します。成人されている方も大歓迎です。今回も充実したボランティア（養

護学校教諭、大学生、高齢者ボランティアら）が、みなさまのお子様と遊んで、時間を過ごしてくれます。

　ボランティアは、日頃から知的障がい児（者）とかかわっている方々で、障がいに対する理解もやスキルは一定以

上あります。軽い運動（トランポリン、パラシュートなど）、お菓子つくりや散歩のほか、アンパンマンなどのビデ

オを見る予定です。どうぞお気軽にお預けください。

　おやじの会連絡先　北村　奨 080 － 3425 － 2166（携帯）　takatsuoyaji1@gmail.com 

平成 25 年度第４回川崎市地域自立支援協議会連絡会議　 平成 25 年度第４回川崎市地域自立支援協議会連絡会議 

「医療的ケアが必要な方の地域生活を支えるには」
～川崎市の現状、他地域の取り組みを知ろう～

　川崎市地域自立支援協議会では、障害のある方が安心して暮らせる地域づくりを目指して、さまざまな取り組み

を行っています。 医療技術や機器の進歩があり、日常的に医療的ケアが必要な方たちも、ご自宅で暮らすことが

できるようになってきました。けれどその一方、地域で安心して暮らしていくための社会資源や支援の体制は充分

とはいえず、家族への負担が依然として問題となっています。住み慣れた地域で暮らすために、医療的ケアが必要

な方やその家族の生活の現状や課題は何か、実際の支援はどうなされているのか。他市で取り組まれている活動、

当事者の方からの話も交え、皆さんで現状を把握できればと考えます。 

日 時　平成２６年 ２月１４日（金）１０：００～１３：００

場 所　川崎市役所第４庁舎 ２階ホール 　　　定 員　１５０名（先着順） 

※連絡先【申し込み・問い合わせ先】 特定非営利活動法人 川崎市障害福祉施設事業協会 

　　　　　〒 213-0011 川崎市高津区久本３－６－２２ ちどり３Ｆ 

　　　　　電話０４４－８２９－６６１０ ＦＡＸ０４４－８２９－６６２０ 
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　難病対策の法制化は、患者・家族の長年の願いであり、難病対策要綱から 41 年を経て、よう

やくそれが実現するところまで来ました。小児慢性特定疾患治療研究事業も、児童福祉法におけ

る裁量的経費から義務的経費にすることで、双方ともに医療費助成は社会保障制度として確立す

ることになります。

　私たちはこの法制化が、「難病とは、人類の多様性のなかで必然的に一定の割合で誰もが罹り

うる病気であり、社会が包含すべきである」とした改革の理念に基づき、難病対策・小児慢性特

定疾患対策が総合的で安心できる対策として、予算が大幅に確保される根拠となり、すべての難

病患者・家族にとってより良いものとなることを願っています。

　私たちは患者、家族の総意として、国に対して次の点を要望いたします。

 ＜　記　＞

１．難病医療費助成制度の社会保障経費（義務的経費）としての法制化、小児慢性特定疾患治療

　　費助成制度の義務的経費化を、この機に必ず実現してください。そのための大幅な予算確保

　　を要望いたします。

２．患者負担については、難病患者の生活実態をふまえ、厚労省素案を再検討し、障害者の自立

　　支援医療（重度かつ継続）を参考に、負担額を現在の案から大幅に軽減してください。重症

　　患者の負担、患者本人が生計の中心である場合の負担、低所得をはじめとする所得階層の区

　　分についても合わせて配慮するよう要望いたします。

３．治療中の患者が医療費助成の対象からはずれることのないよう要望いたします。

４．小児慢性特定疾患児の支援策については、移行期（成人期以降の支援策）の問題を含めて引

　　き続き検討をすすめてください。あわせて長期入院児の食費負担についても配慮するよう要

　　望いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上

２０１３年１２月２日

   総合的で安心できる難病対策・小児慢性特定疾患対策の法制化を求める緊急院内集会
                                                                      参加者一同

総合的で安心できる
難病対策・小児慢性特定疾患対策の法制化を求める

緊急院内集会／アピール（全文）

《難病のこども支援全国ネットワークとは》難病のこどもと
その家族は、重い障害やつらい治療に負けず今日も病気と
たたかいつづけています。なかには治療法がなく、同病の
仲間もいない、そんなこどもたちもいます。どんなに重い
病気でも、どんな障害でもこどもは日々、成長・発達して

いきます。だからこそ支えたい、力になりたいのです。難病のこどもとその家族にとって、明日への希望と勇気になりたい。
それが私たちの活動です。

《会の趣旨》原因が分からなかったり、治療法が未確立などいわゆるこどもの難病は 500 種類を越え、全国で 20 万人以上
のこどもたちが難病とたたかっています。難病のこども支援全国ネットワークでは、そうしたこども達と家族、それを支
える様々な立場の人々ともにネットワークづくりを目指します。そしてその目的のために、いろいろな分野でこども達と
家族の QOL を高める活動を進めています。電話相談・ピアサポート活動・サマーキャンプがんばれ共和国・親の連絡会・様々
な啓発研修活動・広報誌「がんばれ」の発行など、様々な活動をしています。電話相談はこちらへ　03-5840-5973

　1 月 24 日　（補講 29 日・30 日）に、「てんかん発作への対応」というテーマで、江川先

生の講師によるヘルパー会が開かれました。（講義では、熱性けいれん・点頭てんかん・ミ

オクロニーてんかん・レンノックスガスト－症候群・間代大発作等の実際に起こる様子と脳

波検査とを同時に動画で見ながらの説明がありました。脳波の異常が良くわかり・・皆さん

食い入るように画面を見つめていました。）

てんかん発作　ヘルパー研修会

てんかんの定義
・脳細胞の異常放電（脳波異常）によっ

て、正常な脳活動が一時的（発作）に出

来なくなることを繰り返す（反復性）

慢性疾患。原因は問わない

てんかん発作が起こった時
転倒による事故
　・立位・歩行時⇒転倒・頭部打撲

　・座位⇒テーブルに頭を強打

　・床材⇒後方転倒による頭部打撲

　・頭部以外の部位のけが

場所による事故
・自転車⇒公園は可、車道は不可　　　

・プール⇒ 1 対 1 なら可、集団は不可

・入浴⇒ユニットバスは可、大浴場は不可

応急措置が必要な発作２型
○大発作型（強直性間代発作）
素早く対応する。　

　　　⇒見守り姿勢

　　　⇒人を呼ぶ

　　　⇒シムズの体位

○呼吸を止める発作
・チアノーゼ、顔面蒼白

・呼吸の確認

　　　⇒見守り姿勢

　　　⇒人を呼ぶ

　　　⇒気道確保

　　　⇒酸素投与

＊年間 100 名ほどの人がてんかん発作が
原因で亡くなるが、その原因の多くが入浴
中の事故。小さいお風呂の方が安全

＊
30
分
以
上
の
大
発
作
の
重
積
は
、
後
遺
症
が
残
る
。
発

作
が
５
分
続
い
た
ら
、
救
急
車
を
呼
ぶ
。

座
薬
―
使
用
の
際
に
は
、主
治
医
か
ら
ど
う
い
う
条
件
の
時

に
使
う
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
か
、家
族
か
ら
よ
く
聞
い
て

お
く
。
そ
の
条
件
に
会
う
と
き
だ
け
使
用
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆《感想》◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
・動画の部分は、とても心がドキドキして、むねにく
るものがあって、発作を持っている利用者さんと関
わっている者として、考えさせられることが多くあっ
た。冷静な対応を取れるようにならねばと思った。
・とてもよく理解できました。とてもよい内容の濃い
研修だと追いました。またこのような機会があるとい
いと思います。
・救急要請の基準やいろいろな種類の発作を実際に見
ることができて、意義深かったです。
・ヘルパーの目線でお話し下さったので、対応の仕方
がよくわかりました。児童デイにも発作のお子さんも
いるので、気をつけて見守りたいと思います。
・発作の種類がいくつもあり、症状の出方の違いや対
応の仕方を学ぶことができてよかったです。児童デイ
の利用者の半分以上は発作があるお子さんなので、今

日の研修はとてもためになりました。
・大発作以外の発作が長く続く時、どういう対応をし
たらいいのか、見守るだけでいいのかどうか、いつも
悩んでいました。30 分以上続く時には、重積とみな
した方がいいということで、これからのケア―に生か
していきたいと思います。
・ビデオで実際の脳波と症状を照らし合わせることが
でき、とてもわかりやすかった。対応時の注意・着目
点・自分のすべき行動を理解することができた。
・発作を起こした人の身の安全確保が第一優先だと改
めて理解できました。
・わかりやすくお話し下さり、発作時の対応に少し自
信が持てた。
・発作の時は、自分が冷静になってから、よく見ることで
すネ。なにしろ、発作があった時は、周りの人に声をか
けることも必要で不安にならないようにすることですネ。

◆講義終了後のアンケートでは、「目の前でてんかん発作が起こったら、対応できますか」の問いに対して対応できる
が 39 名。対応できるかどうかわからないが 35 名。できないが１名。無回答が３名でした。年に 1 回は、江川先生の

「てんかん発作について」の研修を受けたいとの感想がたくさんありました。来年も同時期に研修を予定しています。
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ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
着
替
え
を
と
り
に
行
っ

て
も
ら
い
、
車
い
す
を
と
り
に
行
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

路
上
で
具
合
悪
く
な
っ
て
、
救
急
車
で

運
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
車
い
す
は
路

上
に
置
き
っ
ぱ
な
し
に
な
る
、
そ
の
車
い

す
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
？

★
入
院
し
た
と
き
に
感
じ
た
こ
と
（
自
分

で
動
け
な
い
方
）

　

ず
っ
と
ベ
ッ
ド
に
居
る
し
か
な
い
の

で
、
気
分
転
換
が
で
き
な
い
。

　

ト
イ
レ
に
行
け
な
い
。

　

こ
と
ば
が
通
じ
な
い
。

　

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
が
で
き
な
い
。

◌
介
護
経
験
を
積
ん
で
い
る
ナ
ー
ス
だ
っ

た
ら
対
応
し
て
も
ら
え
た
の
か
な
！
？

★
入
所
し
て
い
る
方
の
話

　

着
替
え
を
と
り
に
行
け
な
い

　

洗
濯
で
き
な
い

　

入
院
し
た
ら
、
身
近
な
は
ず
の
職
員
が

こ
な
い
。
な
ぜ
？

　

ど
こ
で
生
活
し
て
い
て
も
、
人
と
し
て

お
付
き
合
い
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
！

何
が
壁
を
つ
く
る
の
で
し
ょ
う
ね
？

　

２
月
の
療
ね
ひ
ろ
ば
は
、ケ
ア
ホ
ー
ム
・

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ハ
ウ
ス
「
る
ま
さ
や
」
の

見
学
に
い
き
ま
す
。
２
月
19
日
10
時
30
分

か
ら
の
見
学
会
で
す
。

（
佐
藤
）

6３

療ね
ひろば

■
療
ね
ひ
ろ
ば　

第
15
回
療
ね
ひ
ろ
ば

　

12
月
は
、
少
し
話
し
合
い
を
持
っ
た
あ

と
１
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
11
時
30

分
か
ら
食
事
会
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

近
い
席
同
士
で
話
が
は
ず
ん
で
い
ま
し

た
。

　

１
月
15
日
に
ロ
ン
ド
和
室
で
開
催　

参

加
者　

親
14
名　

当
事
者
４
名　

ヘ
ル

パ
ー
３
名

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
入
院
し
た
と
き

に
困
っ
た
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

★
本
人
の
話

　

単
身
で
生
活
し
て
い
る
。

　

具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
に
、
事
業
所

の
担
当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
連
絡
し
た

ら
、
す
ぐ
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
入
院

に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

救
急
車
で
い
っ
た
の
で
、
普
段
使
っ
て

い
る
車
い
す
は
自
宅
に
置
い
た
ま
ま
に
、

 

＊
佐
藤
伸
吾

―
い
つ
か
ら
ロ
ン
ド
に
？

　

２
０
０
４
年
か
ら
で
す
。
22
歳
で
し
た
。
も

う
10
年
に
な
り
ま
す
。

―
ど
ん
な
お
仕
事
を
？　

　

タ
イ
ム
ケ
ア
の
責
任
者
を
し
て
い
ま
す
。
入

浴
介
護
の
ヘ
ル
パ
ー
や
ら
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い

ま
す
。

―
タ
イ
ム
ケ
ア
は
い
つ
か
ら
？

　

タ
イ
ム
ケ
ア
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
で

す
。
最
初
の
年
は
、
数
名
で
し
た
が
、
す
ぐ
に

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
頃
は
、
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
ば
か
り

い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。 

２
０
０
８

年
か
ら
、
責
任
者
に
な
っ
て
か
ら
は
遊
ん
で
ば

か
り
と
は
い
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
か
ら
、
車
い
す
の
必
要
な
利
用
者
も

増
え
て
き
た
ん
で
す
が
、
こ
ど
も
文
化
セ
ン

タ
ー
に
は
、
そ
う
い
う
設
備
が
な
く
て
。
そ
れ

で
、
土
曜
日
だ
け
は
、
車
い
す
の
人
を
優
先
す

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
で
も
、
ま
た
利
用
者
が

増
え
て
、
車
い
す
の
人
に
負
担
が
か
か
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
、

悩
み
ま
し
た
。
昨

年
の
総
会
で
、
車

い
す
の
人
を
考
え

た
放
課
後
支
援
の

提
案
を
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
ぜ

ひ
実
現
し
た
い
で

す
。 ■

ロ
ン
ド
ロ
ン
ド
■
■
■

山田町におそば届けました。

　12 月 29 日夜行バスで、山田町に行ってきました。三浦ダイコンや白菜など、神奈川
の新鮮な野菜と、岩泉のげんさんのところのおそば等を車に満載してやってきた川上さん
と、３０日の朝、やまだ道の駅で合流。下村さんのいる「青少年の家」の仮設住宅に。い
つものように、仮設住宅のみなさんが手伝って下さって、おそば・かまぼこ・そばつゆの
仕分け。3 回目ともなると手慣れたものです。そして、去年と変わらぬ 5 ヵ所の仮設住宅
に、1 軒ずつおそばを配ります。
　山田町の住宅は、高台移転と元の住宅地の盛土による住宅建設が、この春から始まると
いうことでした。完成までには、3 年ほどかかるそうです。何とも遅いとしか思えません。
こんなことでいいのでしょうか。秋までは、11 日ごとに被災地のニュースを流していた
テレビも、この頃は、全くといっていいほど、取り上げなくなりました。（谷）

おそばの袋詰め おそば配り隊

　

初
任
者
研
修
の
終
了
証
が
届
い
て
私
は
本
当

の
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
何
故

か
と
言
う
と
こ
れ
で
本
格
的
に
皆
さ
ん
の
相
談

が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
思
い
が
沢
山
心
の
中
に

込
み
上
げ
て
き
た
か
ら
で
す
。
少
し
で
も
多
く

の
皆
さ
ん
の
力
に
な
り
た
く
て
受
け
た
研
修
な

の
で
。
今
で
も
そ
う
で
す
が
私
も
皆
さ
ん
の
力

を
か
り
な
が
ら
現
在
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
私
に
も
少
し
は
、
み
な
さ
ん
の
力
に

な
れ
る
か
な
と
思
い
今
か
ら
胸
が
は
ず
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
相
談
を
し
て
く
れ
る
人

の
立
場
に
、
私
も
た
っ
て
お
互
い
に
苦
し
み
も

楽
し
み
も
同
じ
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
、
最
後
に
は

良
い
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
が
切
れ
る
よ
う
な
相
談
が

受
け
ら
れ
る
と
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
初
任
者
研
修　

演
習　

Ａ
指
導
講
師
か
ら
の

　

コ
メ
ン
ト

　

当
事
者
な
ら
で
は
の
観
点
や
視
点
で
多
く
の

こ
と
を
感
じ
、
発
言
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

演
習
を
通
じ
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
支
援
従
事
者
初
任
者
研
修
を
受
講
し
、

今
後
相
談
従
事
者
と
し
て
働
く
こ
と
を
考
え
た

時
に
は
、
相
談
す
る
側
か
ら
相
談
さ
れ
る
側
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
相
談
を
通
じ
、
当

事
者
な
ら
で
は
の
感
覚
、
同
じ
目
線
で
相
談
に

応
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
相
談
す
る
側
と
し
て
も

安
心
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
も
当
事
者
の
目
線

で
多
く
記
載
さ
れ
て
お
り
、
私
自
身
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
ど
う
し
て
自
分
が
こ
の
仕
事
を
し
よ
う
と

思
っ
た
の
か
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ

た
」
と
、
最
後
の
レ
ポ
ー
ト
に
書
か
れ
て
お
り
、

そ
の
詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
さ
れ
る
側

に
な
る
事
、
そ
の
支
援
を
し
て
い
き
な
が
ら
計
画

を
立
て
て
い
く
こ
と
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

「
相
談
支
援
従
事
者
初
任
者
研
修
」の

修
了
証
が
届
き
ま
し
た
。　
　

松
浦
明
美
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４５

理
事
の
み
な
さ
ん
の
新
年
の
一
言

五篤丸水産

◆
理
事
長
　
江
川
文
誠

　

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
超
え
て　

　

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
が
障

が
い
福
祉
の
分
野
で
は
花
盛
り
で
あ
る
。

「
統
合
す
る
」「
内
包
す
る
」
と
訳
さ
れ
る

こ
の
言
葉
は
宝
石
業
界
で
も
用
い
ら
れ

る
。
透
明
感
の
高
い
水
晶
の
マ
ニ
ア
の
中

で
も
水
晶
の
内
部
に
別
の
好
物
が
混
在
し

た
も
の
に
貴
重
価
値
が
あ
る
と
し
て
高
額

で
取
引
さ
れ
る
と
い
う
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
は
一
緒
に
存
在

す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
否
定
の
し
よ

う
の
な
い
言
葉
で
は
あ
る
が
、
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
水
晶
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
ど

う
も
中
に
別
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を

強
調
す
る
言
葉
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ

る
。
な
に
か
水
晶
が
本
体
で
内
包
さ
れ
て

い
る
も
の
は
少
数
派
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
よ
う
な
気
す
ら
す
る
。

　

障
が
い
福
祉
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
私

達
の
目
標
と
し
て
果
た
し
て
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
と
い
う
目
標
は
ど
う
な
ん
だ
ろ
う

か
？　

最
終
目
標
と
す
べ
き
は
障
が
い
の

存
在
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
ど
こ
に
障
が
い

者
が
い
る
の
か
さ
え
分
か
ら
な
い
よ
う
な

社
会
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

い
っ
た
融
合
を
目
指
す
療
育
ね
っ
と
わ
ー

く
川
崎
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
美
濃
口
裕

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ロ
ン
ド
で
は
今
年
も
、
新
し
い
事
業
展

開
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
る
、
あ
わ
た
だ
し

い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
み
ん
な
が
気
持
ち

に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
な
、と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

な
の
で
、
私
は
今
年
も
、
現
場
の
さ
ま

ざ
ま
な
声
を
す
く
い
上
げ
て
、
利
用
者
さ

ん
、
ス
タ
ッ
フ
が
よ
り
活
動
し
や
す
い
環

境
を
、
て
い
ね
い
に
創
っ
て
ゆ
く
こ
と
に

取
り
組
み
続
け
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
老
門
泰
三

　

新
し
い
年
が
療
育
ね
っ
と
わ
ー
く
川
崎

に
と
っ
て
、
駿
馬
の
ご
と
く
飛
躍
の
年
に

な
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
と
と
も
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
療
ね
主
催
で
ミ
ュ
ー
ザ
川

崎
に
て
開
催
さ
れ
た
映
画
「
普
通
に
生
き

る
」
の
上
映
会
、
私
が
事
務
局
を
務
め
る

宮
前
第
二
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
宮
前

区
土
橋
・
け
や
き
平
・
神
木
地
区
を
担
当
）

の
障
害
児
者
専
門
委
員
会
に
働
き
か
け
、

５
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

９
月
よ
り
月
一
回
、
認
知
症
の
方
の
地
域

で
の
サ
ポ
ー
ト
を
主
た
る
目
的
に
「
土
橋

カ
フ
ェ
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
毎
回
60
名

を
超
す
方
の
参
加
を
得
て
い
ま
す
。
一
般

の
人
々
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と

の
無
い
障
害
者
の
実
態
、
先
ず
は
こ
れ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
心
の
バ
リ

ヤ
ー
を
少
し
ず
つ
崩
し
、
障
害
を
持
つ
方

が
普
通
に
生
き
る
、
こ
ん
な
地
域
の
実
現

を
目
指
し
て
微
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。（
参
考
：
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

25
％
が
認
知
症
と
い
わ
れ
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
る
）

◆
松
澤
美
也

や
っ
ぱ
り
親
も
子
も
元
気
が
大
事
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
元
気
な
う
ち
に
、
安
心
出

来
る
将
来
を
ど
う
作
る
か
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
前
田
龍
郎

　

療
ね
の
大
き
な
活
動
の
一
つ
に
【
療
ね

ひ
ろ
ば
】
が
あ
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
【
当
事
者
と
家
族
の
会
】
で
す
。

当
事
者
や
そ
の
家
族
の
様
々
な
ご
意
見
、

素
朴
な
疑
問
に
立
ち
、
皆
様
の
ニ
ー
ズ
や

潜
在
的
な
ウ
ォ
ン
ツ
が
、
今
後
の
療
ね
の

活
動
に
少
し
で
も
反
映
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
、
行
政
に
私
た
ち
の
声
が
一
つ
で
も

届
く
よ
う
、
引
き
続
き
努
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　

◆
大
沼
み
い
子

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
理
事
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
近
年
、
本
当
に
事
業
が
大
き
く
多
様

化
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
も
う
若
い
人
々

が
、
運
営
さ
れ
て
い
く
時
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
の
よ
う
に
名
ば
か
り
理
事
は
交

代
し
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
体
力
的

に
夜
の
集
ま
り
も
無
理
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
来
た
れ
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
！　
　

◆
谷
み
ど
り

　

馬
は
憧
れ
で
す
。
自
転
車
は
そ
の
代
替

物
。
寄
る
年
波
み
で
、
駄
馬
に
は
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
緊
急
時
に
は

駆
け
つ
け
た
い
と
、
今
年
は
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
（
落
馬
注
意
！
の
声
あ

り
）。
近
年
、
障
害
福
祉
も
、
ど
ん
ど
ん

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
で
も
、
ロ
ン
ド

は
一
緒
に
手
を
つ
な
い
で
踊
る
と
こ
ろ
で

す
。
当
事
者
や
家
族
の
皆
さ
ん
の
思
い
を

も
う
一
度
し
っ
か
り
た
し
か
め
て
、
受
け

止
め
て
い
く
一
年
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
遠
慮
な
く
。

◆
和
田
正
義

　

当
事
者
と
し
て
微
力
な
が
ら
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

＊
矢
部
久
仁
子
さ
ん
は
１
月
理
事
会
は
お
休
み
で
し
た
。

　

１
月
25
日　

相
模
原
療
育
園
で
、「
地

域
で
つ
な
が
ろ
う
！
～
障
害
の
重
い
子
ど

も
が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
平
成
25
年

度
相
模
原
市
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
看

護
研
修
事
業
」
の
締
め
く
く
り
と
し
て
開

か
れ
た
も
の
で
、
研
修
に
参
加
さ
れ
た
訪

問
看
護
師
さ
ん
を
始
め
、
当
事
者
の
家

族
、
ヘ
ル
パ
ー
等
支
援
事
業
者
、
医
療
機

関
の
看
護
師
、
療
育
園
の
若
手
医
師
な

ど
、
１
０
０
名
近
い
方
が
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　

相
模
原
市
で
は
、
療
育
園
を
中
心
に
行

政
が
予
算
を
組
ん
で
、３
年
に
わ
た
っ
て
、

重
症
心
身
障
害
者
の
支
援
の
た
め
の
研
修

事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
が
３

年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　

そ
の
総
括
を
相
模
原
療
育
園
の
細
田
先

生
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ジ
ュ
メ
か
ら
一
部
抜
粋
し
ま
す
。

相
模
原
市
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）　
　

看
護
研
修
事
業　

○
研
修
会
の
目
的

　

在
宅
の
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
及
び

そ
の
家
族
の
理
解
を
深
め
、
訪
問
看
護
師

の
役
割
、
看
護
の
魅
力
、
課
題
を
明
ら
か

に
し
、
質
の
高
い
訪
問
看
護
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
必
要
な
知
識
・
技
術
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
重
症
心
身
障
害
児
・
者

を
対
象
と
す
る
事
業
者
の
拡
大
を
図
る
。

○
受
講
対
象
者

・
市
内
の
重
症
心
身
障
害
児
・
者
等
の
訪

問
看
護
に
従
事
す
る
看
護
師
と
、
関
心
の

あ
る
看
護
師
な
ど

○
研
修
に
托
し
た
思
い

・
在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
に
は
他
職
種

と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。

・「
現
在
」
の
課
題
い
取
り
組
む
だ
け
で

な
く
、こ
ど
も
の「
過
去
」を
知
り
、「
将
来
」

を
予
想
し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
研
修
内
容　

10
回
開
催

・
訪
問
看
護
研
修
の
概
要

・
障
害
の
重
い
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ン

・
重
症
心
身
障
害
児
・
者
の
医
療
と
呼
吸

理
学
療
法

相
模
原
市
で
の

重
症
心
身
障
害
児
支
援

 

日時：2014年２月２３日（日） 13：00～16：00（受付 12：30） 

会場：川崎市立養護学校 多目的室（川崎市高津区久本 3-7-1） 

 

 

 

 

 
 

 

 

共催：川崎障害児者問題研究会・豊かな地域療育を考える連絡会 
 問い合わせ先：研究会長 村上文人（090-8804-8908） 

http://ryoiku.com 
      

保育 

あります 

参加費 

無 料 

 

当事者活動・保育・手話通訳をご希望の方は、 

２月７日（金）までにご連絡先・配慮事項を明記

の上 ファックスにてお申込みください。 

お申し込み先 FAX:044-822-7072 

（市立養護学校 大内先生 宛） 

 

 

 

＊当日書籍販売あり 

 

看護師も 

おります 

◆内容◆ 

相談支援センター・地域療育センター 

それぞれについて 

〇 機能と役割 

〇 相談事例の紹介 

〇 かかえている課題 

第３４回障害児者問題研究集会 

 

２０１３年４月から川崎市の相談支援のしくみが変わりました。 

どう変わったの？ どんな時、どのようにして利用すればいいの？ 

ニーズに寄り添い、ニーズに応えてくれる相談支援を実現するために、 

３名の報告を聞きながら、ともに考えましょう。 

 

 

JR南武線 

◆報告者◆ 

かわさき基幹相談支援センター  阿部千鶴子 さん 

あさお基幹相談支援センター   渕上 正道 さん 

川崎市北部地域療育センター   嶋田  紅 さん 

～ あなたのくらしに欠かせない相談支援 ～ 

身
障
害
児
へ
の
相
模
原
市
を
挙
げ
て
の
支

援
に
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
川
崎
で

も
と
願
う
と
同
時
に
、
少
人
数
で
も
良
い

か
ら
、
家
族
と
一
緒
の
研
修
会
を
開
い
て

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。）

・
重
症
心
身
障
害
児
者
の

看
護

・
小
児
訪
問
看
護
の
実
際

・
生
活
介
護
施
設
実
習

・
摂
食
・
口
腔
ケ
ア

・
重
症
心
身
障
害
児
の
医

療
・
看
護
の
現
状
と
課
題

・
特
別
支
援
学
校
の
医
療

ケ
ア
の
見
学

・
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
川
崎
か
ら
の
報
告
を
し

て
ほ
し
い
と
の
依
頼
を
受

け
、
谷
が
居
宅
介
護
と
訪

問
看
護
師
さ
ん
と
の
連
携

に
つ
い
て
報
告
。
利
用
者

の
家
族
と
し
て
、
山
崎
優

江
さ
ん
が
、「
重
度
障
害

を
持
つ
わ
が
子
と
歩
ん
だ

12
年
」
を
写
真
と
資
料
を

使
い
、
ち
密
に
構
成
さ
れ

た
お
話
し
を
さ
れ
ま
し

た
。
二
人
と
も
、
重
症
心


